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最優秀賞 佐々木安子さん（鷹巣）
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最優秀賞 佐々木安子さん（鷹巣）

成 年度山形県消防協会北村山支部操法大
会が、 月 日（日）に みちのく村山西

部スイカ選果施設駐車場を会場に開催されました。
この大会には、北村山 市 町の審査会を勝ち

抜いた消防団 隊が出場し、ポンプ車の部と小型
ポンプの部それぞれでポンプの取扱いや放水作業
の正確さを競いました。
大石田町からは、小型ポンプの部に第 分団第
部第 班（川前）、ポンプ車の部に第 分団第

部第 班（豊田）がそれぞれ出場しました。結果は
両分団がそれぞれの部で第 位となり、総合の部
でも大石田町消防団が第 位となりました。

目込みの手法で作る まりのつるし雛 作
り講習会が 月 日（火）に町民交流セン

ター 虹のプラザ 小会議室で行われました。お
雛様研究家の安部英子先生を講師に、まりのつる
し飾りを作る全 回のコースの初回で、この日は
名の参加者が基本となる 風船 とよばれる形
のまり作りを学びました。
参加者は講師の手ほどきを受けながら、型に切れ
込みを入れたり、ていねいに布を貼りつけたりし
てまりを作っていました。参加者は 色あいの違
う布の組み合わせなどで全く違うまりになるのが
面白い と話していました。講習会は 月まで毎
月 回ずつ行われ、大小 個程度のつるし飾りを
作る予定です。

平

木

石田町発祥のぺそら漬を受け継ぎ、特
産品として町内外に発信することを目

的とした 我が家自慢のぺそら漬コンテスト
が 月 日（木）に役場大会議室で開催されま
した。 回目となる今年のコンテストには
の家庭の自慢のぺそら漬が出品され、漬け物
店やそば店の店主などの審査員 名がそれぞ
れの色や辛味や塩気、噛み応えなどの審査に
あたり、 辛い！ と汗をかきながら、ひと
つひとつを味わって点数をつけていました。
入賞したぺそら漬は 月 日（土）、 日（日）
に行われる新そばまつりで味見することがで
きます。

大

菅公民館で 月 日（月）にふたば児童館に
よる出前児童館が行われ、近所の子どもた

ちなど 名が力餅づくりや相撲などを楽しみまし
た。この日は小学校の運動会の振替休日で公民館
には児童館に通う子どもたちや近所の子どもたち
が訪れ、午前中は地域のお年寄りから教わりなが
ら 力餅 作りを体験しました。
午後には、子どもたちが東西に分かれて やろ
こずもう が行われました。行司や呼出なども子
どもたちが担当し、横綱の土俵入りもあり、地域
の方の声援を受けながら、白熱した取組みが繰り
広げられました。子どもたちは取組みが終わると
地域の方から がんばったね などと声をかけら
れながら力餅を受け取っていました。

小

石田町老人クラブ連合会主催の 老人クラ
ブ体育レクリエーション大会 が、 月

日（金）にクロスカルチャープラザ多目的コートで
開催されました。この大会は、スポーツを通じて
健康の増進を図り、人と人とのふれあいの輪を広
げようと、毎年開催されています。約 名の参
加者らは、ワナゲや地区対抗のグラウンドゴルフ
リレー、まり入れなどの競技や花笠踊りなどを通
して交流の輪を広げていました。また、大石田保
育園の園児による鼓笛隊演奏の披露も行われ、参
加者から盛んな拍手が送られていました。

大

回山形県少年の主張尾花沢大石田地区大
会が 月 日（火）に大石田中学校体育館で

開催されました。大会には 名が参加し、このう
ち大石田中学校からは海藤智歩菜さん（ 年）と星
川綾音さん（ 年）が出場し、堂々とした発表を行
いました。海藤さんは 関心・無関心 という論
題で 自分を見失わないように、大事なことを見
逃さないように、どんなことにも本気で関心を
持って生きて行きたい と主張、星川さんは 笑
顔が見たい という論題で 人を助けること、さ
さやかな喜びを求め続けていきたい と主張しま
した。
審査の結果、星川さんが第 位に輝きました。

第

優秀賞 芳賀 好一さん（豊田）
優秀賞 佐藤 君子さん（鷹巣）
優秀賞 鈴木 隆行さん（仲通）

優秀賞 佐藤 葉子さん（四日町）
優秀賞 今田名尾美さん（八幡町）
優秀賞 佐々木トメヨさん（鷹巣）


